
 

 

司会の先生：川
かわ

﨑
さき

惣一
そういち

先生（宮城教育大学教授） 

会を準備する先生：川口茂雄先生（甲南大学准教授） 

 

会場地図：甲南大学18号館 3階 講演室 

阪急岡本駅から徒歩10分 ＪＲ摂津本山駅から徒歩12分 

子どもの哲学、甲南大学での第２回を開催します！ 

 

ＮＨＫ Ｅテレで番組「Ｑ こどものための哲学」

が放送されるなど、いま「子どもの哲学（P4C, 

Philosophy for children）」が注目されています。 

ここ十年ほどで、大人を対象とした「哲学カフェ」

が日本でもさかんにおこなわれるようになってき

ました。「子どもの哲学」は、その子ども版です。

それと同時に、小学校の授業で「てつがく」を取り

入れる例もはじまってきています。 

 

発達心理学では、小学校高学年ごろは、抽象的な思

考が発達する時期であると言われます。社会性や、

数学的思考などが形成されるということですが、こ

れはつまり、他者の視点、いまの自分とは別の視点

からものごとを考えられるようになる、ということ

です。 

これからの時代は大学の入学試験などでも、ディス

カッションをして意見を述べたり聞いたりするこ

とを重視する方向にむかっています。 

 

安心して、遠慮したり恥ずかしがったりせずに自分

の意見を言える場所、そして同じように他の人の意

見に耳をかたむけることが自然とできる場所、そう

した場をもうけることで、子どもの自由な思考がよ

りのびのびと活動をはじめるきっかけになるよう、

甲南大学人間科学研究所では 2017 年から「子ども

の哲学」を開催しています。 

 

                2019年冬 

           

  2019年 1月 12日（土曜日
ど よ う び

） 

  午後 3時 00分～4時 10分 

 場所：甲南大学 18号館 3階 講演室 

 

対象：小学校４年生～６年生の人 

 （１年生～３年生や保護者の人も、見学
けんがく

できます！） 

 

 

 予約不要・参加自由です。 



 

 

「子どもの哲学（ philosophy（for（children:（p4c）」って何？ 
 

 

p4c のコンセプト 

「子どもの哲学」（ 以下、p4c）は、世界中で実践されている思考（ 探究の実践です。

日本でも、学校や大学だけでなく、哲学カフェやセミナーなどで、p4c を取り入れ

る試みが進められています。p4c はもともと、アメリカの哲学者（ 教育学者である

マシュー リップマンによって 1960 年代に開発されました。リップマンは大学で

哲学の教員として教育を実践するなかで、学生たちの思考力や反省する力が弱いこ

とを痛感し、その原因は高等教育以前の段階における教育にあると考えるようにな

りました。そこで彼は、子どもたちをいっそう反省的で思慮深くすることを目的と

して p4c を構想したのです。 

p4c のコンセプトは、歴史上の有名な哲学者（ 思想家の教えを学ぶ（「大文字の哲

学 Philosophy」ではなく、参加者たちがそれぞれ自分なりの思考を深める（「小文字

の（ てつがく philosophy》」を実践する、というものです。ですから、参加するに

あたって、専門的な知識は必要ありません。 

 

輪になって座り、対話する 

具体的には、p4c は、参加者が輪になって座り、問いを共有して、みんなでその

答えを見つけることを目指して、考えを深めていく実践です。たとえば学校では普

通、教師が子どもたちを教えたり導いたりします。そこでは、教師はあらかじめ準

備された内容を分かりやすく伝え、その内容を理解してもらうことで、生徒たちの

能力を伸ばすことを目指しています。ただし、生徒たちの自由な発想を伸ばすには、

こうしたスタイルは向いていないかもしれません。これに対して p4c では、ファシ

リテーターを中心に、答えのない問い、一人では答えが見つからなさそうな問いを

めぐって参加者たちが対話を行い、自分の考えを述べ、他の参加者の意見に耳を傾

けることを通して、それぞれが自分の思考を深めることを目指します。ファシリテ

ーターがあらかじめ答えを知っている、ということはありません。みんなでアイデ

アを出し合い、対話を進めます。こうした実践を積み重ねることによって、子ども

たちの探究心や思考力、コミュニケーション能力などを育むことができるようにな

ります。 

 

「セーフティ」が大切 

対話において一番大切なのは（「セーフティ」、つまり、みんなが安心して対話に参

加できることです。発言者が話をさえぎられたり、話の内容を笑われたりからかわ

れたりすることなく、落ち着いた雰囲気の中で考えられるようになることが重要な

のです。話したい人が話せばよく、無理に発言を求められることもありません。自

分なりに考えを深めることが重視されるので、ファシリテーターが最後に議論をま

とめたり、結論を出したりすることもありません。 

ただし、お互いが自分の言いたいことを言えばOK、ということではありません。

対話の中では、発言する人は、自分の考えの理由や根拠などを示すことが促されま

す。参加者が自分の考えの理由や根拠を示したり、具体的な例を挙げたり、新しい

疑問を述べたりすることは、対話を促進し、話し合いを深めるよいきっかけになり

ます。 

ファシリテーターは、対話が円滑に進み、みんなの考えが深まっていくようにす

るために、議論の司会進行役を務めます。ただし、ファシリテーターは議論を誘導

したりまとめたりすることなく、自分も参加者の一人として、自分の意見や疑問点

を述べたりしてもかまいません。ファシリテーターなしで対話が進んでいくように

なるのが理想です。 

 

考えるのは楽しい 

対話の中で、（「こういう考えもあるんだ」とか（「こんなことを考えている人がいた

のか」といったように、新しい発見（ 驚きを楽しめるようになれば、参加者たちの

考えもいっそう深まっていくことでしょう。このようにして、p4c を通して、参加

者たちが一つの（「探究のコミュニティ」を作り、そのなかでそれぞれが自分の思考

を深められるようになってもらえるといいな、と思います。またそれによって、「考

えるのは楽しいし、面白い」ということに気づいてもらえれば言うことなし、です。 

一人でも多くのみなさんが、この p4c の世界に飛び込んできてくれることを願

っています。Thinking is fun!! 

                    川﨑惣一 かわさき そういち） 

                     宮城教育大学教授 

（ （ （ （ （ （ （ （ （ （              （      甲南大学（「子どもの哲学」ファシリテーター 


